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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第157期

第３四半期連結
累計期間

第158期
第３四半期連結

累計期間
第157期

会計期間
自平成25年 ４月１日
至平成25年12月31日

自平成26年 ４月１日
至平成26年12月31日

自平成25年 ４月１日
至平成26年 ３月31日

営業収益 （千円） 17,050,120 16,860,457 22,511,524

経常利益 （千円） 350,624 309,351 393,115

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 194,903 △252,776 265,951

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 288,204 △195,234 397,042

純資産額 （千円） 15,826,875 15,663,760 15,935,530

総資産額 （千円） 24,611,824 23,680,529 24,687,094

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 25.63 △33.24 34.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.5 65.2 63.7

 

回次
第157期

第３四半期連結
会計期間

第158期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.09 10.44

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

３．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の概況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀の金融政策等により企業業績が改善するなど緩

やかな景気の回復基調が続いております。一方で、円安の進行による物価の上昇や消費税の増税による個人消費

の落ち込み、欧州景気の動向や新興国の景気減速等が懸念され、依然として先行き不透明な状況で推移いたしま

した。

　物流業界におきましても、物流の合理化、高品質化への要求がますます強まり、これらの顧客ニーズに迅速に

対応していくことが求められており、大変厳しい経営環境が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、首都圏物流の構築、輸配送業務の強化およびＮＶＯＣＣ（国際複合

一貫輸送）業務の強化等に積極的に取り組んでまいりました。当四半期においては、海外子会社及び一部子会社

の業績は堅調に推移いたしましたが、倉庫業務での取扱量の減少、神戸港での港湾運送取扱業務の減少等により

営業収益は前年同期を下回り、営業利益及び経常利益も前年同期を下回りました。四半期純利益は、特別損失に

減損損失606百万円、営業所閉鎖損失58百万円等を計上いたしましたので、四半期純損失となりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は前年同期比1.1％減少の16,860百万円、営業利益は前年同

期比14.2％減少の287百万円、経常利益は前年同期比11.8％減少の309百万円、四半期純損失は252百万円（前年

同期は四半期純利益194百万円）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①国内物流事業

　国内物流事業においては、倉庫業務では冷蔵倉庫業務での貨物の入出庫量、保管高は前年同期を上回りまし

たが、普通倉庫業務では、入出庫量、保管高、保管残高とも前年同期を下回り、神戸港での沿岸荷役作業、港

湾運送取扱業務等も減少し、営業収益及びセグメント利益は前年同期を下回りました。

　その結果、営業収益は前年同期比1.2％減少の14,112百万円、セグメント利益は前年同期比8.0％減少の707

百万円となりました。

②国際物流事業

　国際物流事業においては、海外子会社の業績は堅調に推移しましたが、輸出入貨物の取扱いが減少したこと

により営業収益は前年同期を下回りました。セグメント利益は海外事務所等にかかる経費が前年同期に比べ減

少したことにより前年同期を上回りました。

　その結果、営業収益は前年同期比1.8％減少の2,632百万円、セグメント利益は前年同期比18.3％増加の41百

万円となりました。

 

　なお、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等のその他事業は、営業収益は前年同期比14.1％増加の

137百万円、セグメント利益は前年同期比70.7％増加の38百万円となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,258,322 8,258,322
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 8,258,322 8,258,322 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 8,258,322 － 2,108,000 － 1,862,230

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　653,700 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　7,603,900 76,039 －

単元未満株式 　普通株式　　　　722 － －

発行済株式総数 8,258,322 － －

総株主の議決権 － 76,039 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）が含まれ

ております。

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　川西倉庫株式会社
神戸市兵庫区七宮町１－

４－16
653,700 － 653,700 7.91

計 － 653,700 － 653,700 7.91

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役

専務取締役
管理本部長

代表取締役

専務取締役
管理企画本部長 北川　邦廣 平成26年７月１日

常務取締役 経営企画部長 常務取締役 社長室長 川西　二郎 平成26年７月１日

取締役

管理本部

副本部長兼

経理部長

取締役

管理企画本部

副本部長兼

経理部長

福井　博 平成26年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、神陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,844,357 3,303,759

受取手形及び営業未収入金 3,120,263 3,596,482

有価証券 700,182 600,137

繰延税金資産 108,284 71,286

その他 559,535 639,047

貸倒引当金 △2,824 △2,181

流動資産合計 8,329,798 8,208,532

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,576,468 6,910,275

機械装置及び運搬具（純額） 470,859 447,763

工具、器具及び備品（純額） 115,653 92,420

土地 2,960,856 2,960,856

リース資産（純額） － 281,240

建設仮勘定 62,856 210,870

有形固定資産合計 11,186,693 10,903,425

無形固定資産   

港湾等施設利用権 1,897,534 1,897,534

その他 742,834 712,046

無形固定資産合計 2,640,369 2,609,580

投資その他の資産   

投資有価証券 1,034,912 1,045,871

長期貸付金 577,129 10,095

差入保証金 795,367 782,876

繰延税金資産 23,127 21,735

その他 103,353 102,012

貸倒引当金 △3,657 △3,601

投資その他の資産合計 2,530,233 1,958,991

固定資産合計 16,357,296 15,471,997

資産合計 24,687,094 23,680,529
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,830,208 1,879,126

短期借入金 1,200,145 1,171,508

未払法人税等 61,944 10,421

賞与引当金 231,869 80,666

役員賞与引当金 1,950 1,800

その他 494,714 526,592

流動負債合計 3,820,832 3,670,115

固定負債   

長期借入金 3,447,690 3,052,059

繰延税金負債 368,676 158,389

退職給付に係る負債 915,037 935,676

その他 199,327 200,527

固定負債合計 4,930,731 4,346,653

負債合計 8,751,564 8,016,768

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 1,862,230 1,862,230

利益剰余金 12,109,153 11,780,331

自己株式 △585,825 △585,825

株主資本合計 15,493,559 15,164,737

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 196,130 202,368

為替換算調整勘定 42,832 62,677

退職給付に係る調整累計額 △182 10,848

その他の包括利益累計額合計 238,779 275,895

少数株主持分 203,191 223,128

純資産合計 15,935,530 15,663,760

負債純資産合計 24,687,094 23,680,529
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

営業収益 17,050,120 16,860,457

営業原価 15,413,460 15,275,598

営業総利益 1,636,659 1,584,859

販売費及び一般管理費 1,302,043 1,297,775

営業利益 334,615 287,083

営業外収益   

受取利息 6,843 3,472

受取配当金 21,565 32,409

不動産賃貸料 11,211 11,922

その他 26,939 18,625

営業外収益合計 66,559 66,429

営業外費用   

支払利息 50,551 44,161

営業外費用合計 50,551 44,161

経常利益 350,624 309,351

特別利益   

固定資産売却益 372 2,520

特別利益合計 372 2,520

特別損失   

固定資産売却損 214 327

固定資産除却損 1,070 7,946

投資有価証券評価損 204 1,606

減損損失 30,929 606,765

営業所閉鎖損失 － 58,946

特別損失合計 32,419 675,591

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
318,577 △363,719

法人税、住民税及び事業税 92,941 58,486

法人税等調整額 17,027 △181,468

法人税等合計 109,968 △122,981

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
208,608 △240,738

少数株主利益 13,705 12,037

四半期純利益又は四半期純損失（△） 194,903 △252,776
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
208,608 △240,738

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 34,371 6,238

為替換算調整勘定 45,225 28,234

退職給付に係る調整額 － 11,031

その他の包括利益合計 79,596 45,504

四半期包括利益 288,204 △195,234

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 263,680 △215,660

少数株主に係る四半期包括利益 24,523 20,426
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

決定方法を、従業員の平均残存勤務期間を基準とした割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金、並びに当第３四半期連結

累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 594,300千円 555,788千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 45,627 6 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月７日

取締役会
普通株式 30,418 4 平成25年９月30日 平成25年12月12日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 45,627 6 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月７日

取締役会
普通株式 30,418 4 平成26年９月30日 平成26年12月12日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収

益
14,283,781 2,681,454 16,965,236 84,884 17,050,120 － 17,050,120

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 35,975 35,975 △35,975 －

計 14,283,781 2,681,454 16,965,236 120,859 17,086,095 △35,975 17,050,120

セグメント利益 768,827 35,089 803,917 22,843 826,760 △492,144 334,615

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業及

び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△492,144千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

492,385千円及びその他の調整額240千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　　　「国内物流」セグメントにおいて、市場環境の変化に伴い、利用見込みが無くなったことによる処分予

定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額及び撤去費用を当第３四半期連結累計期間にお

いて、減損損失として特別損失に計上いたしました。

　　　なお、当該減損損失の計上額は、30,929千円であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

営業収益        

外部顧客への営業収

益
14,112,750 2,632,552 16,745,302 115,154 16,860,457 － 16,860,457

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 22,802 22,802 △22,802 －

計 14,112,750 2,632,552 16,745,302 137,957 16,883,260 △22,802 16,860,457

セグメント利益 707,656 41,521 749,178 38,983 788,161 △501,077 287,083

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業及

び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△501,077千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

501,467千円及びその他の調整額389千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
25円63銭 △33円24銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
194,903 △252,776

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
194,903 △252,776

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,604 7,604

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成26年11月７日の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　30,418千円

　　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４円

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　　平成26年12月12日

　（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月６日

川西倉庫株式会社

取締役会　御中

 

神陽監査法人

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 因幡　 賢 　　　印

 

 業務執行社員 公認会計士 米田　小百合　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川西倉庫株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川西倉庫株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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